
   

公益財団法人笹川平和財団主催 講演会 

 「日中有識者対話/北朝鮮の核危機と北東アジア情勢の行方」 
 

笹川平和財団では、日中両国の国民に相手国や相手国民を理解するための情報や知識を提

供し、相互理解の環境づくりに寄与することを目的に、2014年度から日中有識者の対話と交

流を進めています。その一環として 11月６日から１１日まで、中国の冷戦研究、北朝鮮問題

研究、アメリカ研究及び旧ソ連やロシア研究の第一線で活躍し、政策決定や世論形成に影響

力をもつ中国人有識者グループを招聘することになりました。 

北朝鮮の核・ミサイル開発で緊迫する北東アジア情勢が注目される中、中国人有識者と日

本人パネリストが朝鮮半島核問題の解決策を模索し、討論する場として、「北朝鮮の核危機と

北東アジア情勢の行方」と題し、下記の通り、公開講演会を開催する運びとなりました。 

 

記 

【日時】2017年 11月７日（火）14：30～17：30（14：00受付開始） 

【会場】笹川平和財団国際会議場 

（東京都港区虎ノ門 1-15-16笹川平和財団ビル 11Ｆ） 

【主催】公益財団法人笹川平和財団 

【言語】日本語・中国語同時通訳 

 

◇講演者・テーマ◇ 

沈志華 華東師範大学歴史学部教授    

「中朝同盟関係の基礎及びその解釈の試論」 

周永生 外交学院国際関係研究所教授  

「北朝鮮による核の危機の日中両国関係に対する影響と解決の道」 

牛軍   北京大学国際関係学院教授    

「中米関係とアジア太平洋地域の安全秩序」 

李丹慧  華東師範大学冷戦国際史研究センター研究員 

「1960年代の中ソ国境での衝突と東北アジア地域の核の暗雲」 

周志興  米中新視角基金会会長        

「北朝鮮の核問題と中国の輿論の変化」 

 

◇コメンテーター◇ 

平岩俊司 南山大学教授 

高原明生 東京大学大学院教授 

渡部恒雄 笹川平和財団上席研究員 

小泉悠   未来工学研究所特別研究員 



   

講演者略歴 

 

沈志華 氏 

華東師範大学歴史学部教授、冷戦国際史研究センター主任、周辺国家研究院院長 

中国社会科学院アジア太平洋研究所研究員、中国史学会理事、香港中文大学現代中国文化研

究センター名誉研究員。中国人民大学、北京大学、香港中文大学、米国ウィルソンセンター

などで客員教授、研究員を歴任した後、華東師範大学歴史学部終身教授、同大学冷戦国際史

研究センター主任に就任。2016年 6月、新設の同大学周辺国家研究院の院長就任。研究分野

は、中ロ関係、冷戦史、北朝鮮問題など。著書に『中ソ同盟と朝鮮戦争研究』（広西師範大学

出版社 1999年）、『中国に来たソ連の専門家』（社会科学文献出版社）など。 

 

周永生 氏  

外交学院国際関係研究所教授 

1989年吉林大学日本研究所修士課程卒業、1997年外交学院法学博士号取得。 

研究分野は、日本外交、経済外交、国際関係。 

主要著書：『戦後日本外交』（共著）、『経済外交』、『中日米関係風雲五十年』（編著） 

 

牛軍 氏 

北京大学国際関係学院教授 

中国人民大学で博士号取得。研究分野は、中国外交史、アメリカ外交、中米関係史など。 

主要論著に『冷戦と中国』（編著、世界知識出版社 2002年）、『中米関係史 1994-1972』（上海

人民出版社 1999年）、『冷戦期中国外交の政策決定』（社会科学文献出版社 2012年）、『アメリ

カのグローバル戦略』（鹭江出版社 2000年）など。 

 

李丹慧 氏 

華東師範大学冷戦国際史研究センター研究員 

華東師範大学国際冷戦史センター研究員、『国際冷戦史研究』誌編集長。主要著書：『中国と

インドシナ戦争』（編著 2000 年）、『北京とモスクワ：同盟から対抗まで--中ソ関係論文集』

（2002年）など。 

 

周志興 氏  

米中新視角基金会会長 

中央文献研究室劉少奇研究チーム研究員補佐、中央文献出版社副社長、『鳳凰週刊』社長、鳳

凰網社長、『財経文摘』社長、共識メディア CONSENSUS NET 総裁、『指導者 LEADERS』誌社長

などを歴任。2016年に米中新視角基金会を創立、現職に。 

 



   

コメンテーター略歴 

 

平岩俊司 氏 

南山大学総合政策学部教授 

東京外国語大学外国語学部朝鮮語学科卒、慶應義塾大学大学院法学研究科後期博士課程修了、

博士(法学)。松阪大学助教授、日本国駐中華人民共和国大使館専門調査員、静岡県立大学大

学院国際関係学研究科教授、関西学院大学国際学部教授などを経て、2017 年より現職。著書

に『独裁国家・北朝鮮の実像――核・ミサイル・金正恩体制』（共著、朝日新聞出版、2017

年）、『朝鮮民主主義人民共和国と中華人民共和国―「唇歯の関係」の構造と変容』（世識書房、

2010年）など。 

 

高原明生 氏 

東京大学大学院法学政治学研究科教授、公共政策大学院副院長、東京財団上級研究員 

東京大学法学部卒、英国サセックス大学にて博士号取得。立教大学教授等を経て現職。アジ

ア政経学会理事長、新日中友好 21世紀委員会委員日本側秘書長などを歴任。日本国際問題研

究所客員研究員、日本国際フォーラム上席研究員などを兼任。専攻は中国政治、東アジアの

国際関係。主著には、The Politics of Wage Policy in Post-Revolutionary China, Macmillan, 

1992、『シリーズ中国近現代史 開発主義の時代へ 1972－2014』（共著、岩波新書、2014 年）

など。 

 

渡部恒雄 氏 

公益財団法人笹川平和財団上席研究員 

東北大学歯学部卒業後、米ニュースクール大学で政治学修士課程修了。1995年に米戦略国際

問題研究所（CSIS）入所。客員研究員、研究員などを経て 2003年より上級研究員として、日

米関係、アジアの安全保障などを研究。2005年に帰国。三井物産戦略研究所を経て 2009年 4

月より東京財団政策研究ディレクター兼上席研究員。2016 年 10 月に笹川平和財団に移籍、

2017年 10月より現職。著書に『大国の暴走』（共著、講談社 2017年）、『「今のアメリカ」が

わかる本』（三笠書房、2013年）など。 

 

小泉悠 氏 

公益財団法人未来工学研究所特別研究員 

早稲田大学社会科学部卒、同政治学研究科修了。政治学修士。民間企業勤務を経て外務省国

際情報統括官組織で専門分析員を務め、外務省若手研究者フェローシップを得てロシア科学

アカデミー世界経済国際関係研究所（IMEMO RAN）で客員研究員。2011 年より現職。主な研

究テーマはロシアの軍事、安全保障、宇宙政策等。著作に『プーチンの国家戦略』（東京堂

出版、2016年）、『軍事大国ロシア』（作品社、2016年）、ほか論文も多数執筆。 


